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ネギさび病菌夏胞子堆のSEM像
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は　じ　め　に

　檀物と微生物との関係を微細構造の立場から検討した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
論文は多い．筆者は檀物上の微生物の様相をR脇o肋伽，
　　　　　2）　　．．3）　　．．4）
8or05μακα，Eκoろα5励㈱，肋ツ伽o肋〃などで観察す

る機会を得たが，菌類の生活環やそれに伴う菌類の形態

の変化についても検討したいと考え，さび病罹病組織も
　　　　　　　　　5）
観察の対象としている．本報でとりあげたネギさび病菌

肋0α刎αα”（de　Cando11e）Rudo1Ph1は不ギの他，

タマネギ，ラッキョウ，ニラ，ニンニク，ワケギ，リー

キなどを侵害する．本病は採種時期のネギの花茎に大発

生することがある．一般に初夏より発生するが，24℃以

上では菌が増殖しないと言われておっ，夏は発生が少な

く，秋に多い．また本菌は異種寄生をせず，不ギなどに

夏胞子堆と冬胞子堆を形成する．主として夏胞子で越夏

・越冬するとされており，夏胞子堆に関して観察したの

で，その結果について述べる。

　　　　　　　実験材料と方法

島根大学構内圃場に栽培したネギに自然発生したネギ

＊檀物病学研究室

さび病罹病組織を1980隼5月30日と6月14日に固定し

た。試料はグルタールアルデヒドとオスミウム酸で二重

固定し，次いで1％タンニン酸水溶液に6時間，1％オ

スミウム水溶液に4時間浸漬して導電染色した．導電染

色後エタノール系列で脱水し，酢酸イソアミルに置換

し，臨界点乾燥した．試料はアルミ試料台に銀ぺ一スト

で貼り，金をスパッタ。コーティノグし，走査電子顕微

鏡で観察した。

結果と考察

　夏胞子堆が発達するに従って，ネギ葉表皮が破れる

（図2）。ネギさび病病斑は肉眼では粉状，・赤橦黄色の

夏胞子堆が出現し，典型的なネギさび病の病斑となる。

夏胞子堆は葉や花茎の表面に楕円形に見えるものが多

く，長さ05－30皿1皿，幅05－15血mであった．

走査電顕では図2・3のような状態である．はじめネギ

葉表面が隆起し，その部分の表皮組織にしわができる．

このような病斑を切断したものが第1図である。夏胞子

堆はすでに形成されて宿主の表皮に覆われた状態になっ

ている。種々の切断像から，病斑部では表皮細胞と葉緑

細胞の間に菌体が樹亨増殖していることになる．またさ
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び病菌は一般に吸器を形成するので，宿主の細胞壁を侵

害する力を持っているが，本菌が宿主表皮細胞に侵入し

ている像は得られなかった．このことはさび病菌がいわ

ゆる純寄生菌であり，細胞に侵入しても，宿主細胞膜を

貫通せず吸器を形成するにとどまることなどからも考え

られることである。また切断面から夏胞子堆下部の宿主

組織の細胞間隙にも菌糸が存在し，直径約4μm，表面

は平滑，各所で分岐しているのが観察された．このこと

についても数種さび病罹病組織で観察申である．ネギさ

び病菌の夏胞子堆には糸状体（図4）があり，その長さ

は35－50μmで，径は6－7μmであった．胞子柄は径

約3μmで長さは一般に夏胞子の直径の3倍程度で，約

60μmであった。糸状体は胞子柄が夏胞子堆基部の菌糸

塊から発達するのと同じように形成されるが，図5から

糸状体は夏胞子柄から分岐して発達することも推測でき

る。図3のように宿主表皮を裂開した成熟夏胞子堆の夏

胞子は球形で，直径20μm程度，表面にはトゲが観察

された（図4）．トゲは長さO．5－1．Oμm，基部の径は

約O．5μmであった．未熟な夏胞子堆においては成熟程

度のことなった夏胞子が観察されたので，夏胞子の発達

遇程を想定し，その写真を提示した（図5－8）．これ

らの夏胞子は長径がほぽ20μmであることから，縦方

向に発達した後，横方向に発達して卵形になると考え

た．未熟な夏胞子の表面を見るとわずかにトゲの先端が

認められるもの（図5），　トゲのまわりが陥没し，網目

構造が存在するもの（図6，7），網目構造が環形構造

に変化しつつあるもの（図8）などが見られた．また夏

胞子が図5の状態では夏胞子と夏胞子柄とに離層（くび

れ）ができていないが，図6・7のように夏胞子表面に

網目構造が発達するに伴い離層ができる．夏胞子は卵型

になるまで胞子柄から離脱しないようであるから，図8

は試料切断時に胞子柄から離脱したものであろう。胞子

柄に接していた部分にもトゲが存在する．セリさび病菌

夏胞子の超薄切片では未熟夏胞子細胞壁は一次細胞壁と

二次細胞壁からなり，トゲの原基は一次細胞壁内に形成

されていた。図5－8に示されるようにネギさび病菌夏

胞子の発達に伴い，一次細胞壁はトゲ周辺部から消失

し，トゲを露出させる。この結果，さび胞子表面の模様

が作り出される。

　以上夏胞子堆についての結果を述べたが，さらに夏胞

子による感染とそれに伴う宿主細胞の変化，冬胞子堆の

役割について検討したい．

摘　　　　　要

　不ギさび病菌肋6α舳α〃z（De　Cando11e）Rudo1ph1

の夏胞子堆を走査電子顕微鏡で観察した。夏胞子堆はネ

ギ表皮下に形成されていた．病原体は表皮細胞には侵入

していなかった．夏胞子堆には糸状体があり，長さは

35－50μm，径は6－7μmであった。稀に糸状体が夏

胞子柄から分岐しているものもあった．夏胞子は卵形で

径20μm程度で表面にはトゲと環形構造があった。胞

子柄は径3μm，長さ60μm程度であった．トゲは夏胞

子の細胞壁内で形成され，細胞壁の変化に伴い突出し

た．
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図の説明

1．不ギさび病夏胞子堆切断面．

　　ネギ表皮下に形成された夏胞子堆．　　　×96

2．不ギさび病病斑部の表皮裂開　　　　　×160

3．さび胞子堆（径O．5mm程度の胞子堆）×96

4．夏胞子と糸状体　　　　　　　　　　　×1200

5－8　夏胞子の発達遇程　　5．×1800，　×8800

　　　　　　　　　　　　　6．　　×2200。　　　×11000

　　　　　　　　　　　　　7．　x1800，　　×8800

　　　　　　　　　　　　　8．　x1300，　　×3900



Ioつ○つHl遜ω国暑Q拙†巾黎榊繍一奨もれ’什仲“鮭鯨一

n192101.pdf

